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駅前広場における滞留行動と隣接する大型商業施設の関係性に関する研究
-港北ニュータウンセンター北駅前広場を事例に-
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駅前広場の持つ多様な空間機能として特に商業施設関連機能に着目し、地
域の特性に応じた多様な駅前広場のあり方を検討する必要がある。

オープンスペース利用者は
商業施設と綿密に関連しているのではないか

本研究は、日中賑わいをみせているセンター北駅前広場に着目し
オープンスペースでの滞留行動を把握する。隣接する大型商業施
設と関連性を調査することにより商業施設との空間的連携を明ら
かにする。
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▲観察調査マトリックス

観察調査

班員３名による目視での観察調査による左記は実際に使用し
た調査票であり、縦軸の番号ごとにサンプルを記録する

対面式インタビュー調査

班員３名により着座者を対象に調査を行う。観察調査で補え
ない部分を中心に、ベンチの評価までを行う

No. 座 立

【記入者】

１.基本情報

性別

年齢

お連れ様

２.調査項目

最寄り駅

交通手段

来街頻度

空地利用目的

空地利用頻度

空地利用時間

周辺商業施設

施設外の行動
　　

自分

連れ

両方

３.着座場所

個数

距離

要望・問題点

　　□近い　　　□やや近い　　　□どちらともいえない　　　□やや遠い　　　□遠い

現在の着座場所に満足していますか　　

[　　　　　　　　　　　　]

東京都市大学　室田研究室

来街者行動調査アンケート

港北ニュータウン タウンセンター

【調査エリア】

この用紙は厳重に保管し、ご記入いただいた回答はアンケートの目的以外には一切使用いたしません。

　　□その他［　　　　　　　　　　］

　　□電車　　　□自動車　　　□バス　　　□バイク　　　□自転車　　　□徒歩

　　［　　　　　　　　　            駅］　　ご自宅から徒歩で［　　　　　分］

　　□男性　　　□女性

　　□夫婦　　　□祖父母　　　□その他［　　　　　　　　　　］

　　□既に済ませている［店舗名(自分)　　　　　　］［(連れ)　　　　　　］［(両方)　　　　　　］

　　□利用しない　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　　□週４回以上　　　□週1~3回　　　□月1~2回程度　　　□年数回程度　　　□その他［　　　］

　　□飲食　　　□遊ぶ(運動)　　　□遊ぶ(その他)　　　　　□雑談　　　□休憩　　　□読書　　

　　□携帯　　　□待つ[　　　　　　　　　　]　□その他 [　　　　　　　　　　]

　　□週４回以上　　　□週1~3回　　　□月1~2回程度　　　□年数回程度　　　□その他［　　　］

　　□娯楽 □済　　　□その他[　　　　　　　　　　] □済

　　□満足している　　□やや満足している　　□どちらでもない　　□あまり満足してない　　□満足していない

　　□多い　　　□やや多い　　　□どちらともいえない　　　□やや少ない　　　□少ない

【記入日】　　　　年　　　　月　　　　日　　　　時　　　　分

　　□家族　　　□子連れ　　　□友人　　　□仕事関係　　　□御一人　　　□兄弟　　　

　　□１０代　　　□２０代　　　□３０代　　　□４０代　　　□５０代　　　□６０代以上

　　□飲食 □済　　　□健康・医療 □済　　　□スポーツ □済　　　□習い事 □済　　　□美容 □済　　　

　　□娯楽 □済　　　□その他[　　　　　　　　　　] □済

　　□飲食 □済　　　□健康・医療 □済　　　□スポーツ □済　　　□習い事 □済　　　□美容 □済　

　　□娯楽 □済　　　□その他[　　　　　　　　　　] □済

　　場所[これから:　　　　　　　□自分 □連れ □両方] [既に:　　　　　　　□自分 □連れ □両方]

□５分未満　　　□５~10分　　　□10~20分　　□20~30分　　□30~60分　　□60分以上

　　□飲食 □済　　　□健康・医療 □済　　　□スポーツ □済　　　□習い事 □済　　　□美容 □済　　　

各項目の該当箇所に✔をいれてください

　　□これからする予定［店舗名(自分)　　　　　　］［(連れ)　　　　　　］［(両方)　　　　　　］

商業施設移動者の

滞留時間と来街人数の関係

商業施設移動者の滞留行動と滞留時間の関係

商業施設との連携による
賑わい溢れる駅前空間の基礎的研究へ

７日間で1070名
のサンプルを抽出
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商業施設移動者の滞留行動と来街人数の関係
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来街者構成

利用後の行先

67%が商業施設への
移動が見受けられる

▲利用者風景

アンケート調査結果

広場利用後

商業施設

利用しない

69％
商業施設

広場利用前

59%
商業施設

対象者の性別

広場利用前後における周辺商業施設との関係

363名のサンプルを抽出
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オープンスペースの利用頻度

交通結節や地域の拠点としての機能のみでなく滞留を

生む場であり、商業施設利用を促進する機能
をも兼ねた広場であることがわかった。
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来街者の性別比で
は女性の方が高い
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観察調査結果

センター北への来街頻度


